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いつだれがなってもおかしくない高次脳機能障害を知っていますか？

高次脳機能障害は脳疾患・頭部外傷・感染症等により、
脳を損傷して生じる障害です。
この障害の人は日常生活の中で

さまざまな不都合や暮らしにくさに直面します。
しかし、外見から判りにくいため周囲の人や家族さえ気がつかず

理解されない場合もあります。
この度、３区の家族会が協力し、高次脳機能障害を理解して頂くために

講演会を開催します、是非、ご参加ください。

日時：２０１７年１０月１日（日）13:30～15:30

主催：品川区高次脳機能障害者と家族の会、フォーラム大田高次脳、目黒区高次脳機能障害者家族会
共催：品川区
後援：昭和大学医学部リハビリテーション医学講座

区南部圏域高次脳機能障害支援普及事業（事務局荏原病院）
区西南部圏域高次脳機能障害支援普及事業（事務局玉川病院）
いきいき福祉ネットワークセンター
品の輪~～品川区リハビリテーションネットワーク～

※参加費無料 ※事前申込不要

場所：品川区第３庁舎６階講堂

問い合わせ 品川03-3781-0921（渡辺） 大田080-5450-0052（栗城） 目黒03-6808-8575（いきいき＊せかんど野々山）

第8回 3区合同 高次脳機能障害講演会

１部 家族の思い
講演：松本方哉（まさや）氏
「突然 妻が倒れたら」
～家族の視点から語る介護生活と社会の支え方～

２部 当事者の主張
ファシリテーター：川手信行（昭和大学藤が丘リハ病院）

伊藤滋唯（ケアセンター南大井）
品川の当事者：渡辺・佐藤

３部 家族会の活動紹介
大田区・目黒区・品川区 各活動内容について

松本方哉（まさや）氏
（フジテレビ元ニュースJAPANキャスター
＆介護ジャーナリスト）
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（13:00開場）



講師プロフィール

松本方哉（フジテレビ元ニュースJAPANキャスター・介護ジャーナリスト）

1956年生まれ、東京都出身。1980年にフジテレビに入社。報道局記者として、官邸
や防衛庁担当、ワシントン特派員など経る。湾岸戦争、同時多発テロ、アフガン戦争、
イラク戦争などで情報デスクを務める。専門は日米関係、米国政治と米国外交、国際安
全保障問題。
～フジテレビ報道番組「ニュースJAPAN」で、滝川クリステル氏とともにキャスター
として活躍していた当時、奥様がクモ膜下出血で倒れられ、重い高次脳機能障害を負わ
れました。今回の講演会では、奥様の介護やリハビリ・ご自身の仕事・ご子息の養育を
通じて体験された医療・福祉・介護制度などの問題点を「家族の立場から」鋭く語って
いただきます。

品川区高次脳機能障害者と家族の会
ーひだまり広場ー

毎月第３日曜日 13:３０〜
品川区立心身障碍者福祉会館

（旗の台駅南口徒歩３分）に於いて

連絡先：03-3781-0921（渡辺）

フォーラム大田高次脳
ーたまりば～ー

毎月第４日曜日 13:００〜
蒲田寺子屋

（矢口渡駅下車）に於いて

連絡先：080-5450-0052（栗城）

何時でもご連絡ください、３区当事者・家族会一同より

目黒区高次脳機能障害家族会
定例会

偶数月第３日曜日 1０:００〜
さくらプラザ

（学芸大学駅下車）に於いて

連絡先：090-1506-9432（濱出）

当事者の会

・めぐろ高次脳の会
偶数月第３日曜日 1０:００〜
さくらプラザ
連絡先：080-5028-7519（根本）

・楽花（大田区）
毎月第１日曜日１３：００～
さぽーとぴあ
連絡先：080-4064-１６４４（荒井）


